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【第４章】 史跡広島城跡の本質的価値  

第 1節 本質的価値 

【本質的価値】 

都市広島の原点 
 太田川河口部は海・川・陸の交通の結節点であり、築城前から安芸における政治経済の要
所として機能してきた歴史を持つ。内陸部の吉田を本拠としていた毛利輝元は、太田川河口
部の地政学的特徴を継承・再構築することにより広島城と城下町広島を誕生させ、それが今
日の都市広島の原点となっている。 
 
戦国大名から豊臣系大名へと変容した毛利輝元が、中世城郭（戦国期城郭）から近世城郭へ
という城郭史における大変革を受容しながら築き、新たな領国支配の拠点とした城 
 16世紀中後期まで毛利氏が拠点としていた郡山城は、戦国大名としての毛利氏のあり方
を示す巨大城郭だったが、構造的には大部分が中世城郭のままで石垣・礎石建築・瓦葺建物
といった近世城郭の要素は部分的な導入にとどまっていた。 
 一方で広島城は、輝元が畿内で発達した築城プランを受容し、近世城郭として築かれた。
天正17（1589）年から築城を開始した広島城の原型は豊臣秀吉の聚楽第にあると考えられ
る。聚楽第は徳川期に築城された城郭にも影響を与えるなど、近世城郭の縄張における規範
の一つになっていたと考えられ、広島城も聚楽第の構造を色濃く反映していると評価され
る。 
 広島城の築城は輝元が構想した新領国支配体制を構築するための一手段でもあり、これ
により輝元は新たな権力構造を様々な出自の家臣団や他大名に向けて可視化・体感させる
ことができた。 
  
二つの小天守を従えた壮大な天守と広大な城域を誇る平城 
 広島城天守は五重五階の望楼型天守で、南・東二つの三重の小天守を従え、それらを連結
する走り櫓（渡櫓）を有した壮大なものであった。 
 現在の史跡広島城跡の指定範囲は、現存する本丸及び二の丸とその周囲を囲む内堀およ
び内堀の外側石垣に沿う６尺幅の区域からなるが、かつての広島城は内堀を囲む凹形の三
の丸とそれを囲む中堀、その周囲に配された四つの外郭とそれを囲む外堀と太田川をはじ
めとする河川により構成されており、郭の総面積は約90万㎡をはかるものであった。 
 江戸時代中頃（正徳年間1711～1716年）の記録である『広島藩覚書帖』からは、福島正
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則改易後に浅野氏が受け継いだ時点で、広島城に存在していた櫓の総数は、二重櫓35、平櫓
30、御門櫓12、長櫓５、走櫓６、総数88基に及ぶことが窺える。 
 
築城技術の変遷を示す多様な石垣を有する城 
 城内に残されている石垣には、築城技術の変化などが特徴的に残されていると考えられ
る。 
 無断改築の措置として福島正則は、自ら広島城石垣の無断改築箇所の破却を命じており、
それを指令した史料（原文書）とともに、史跡内に残る破却の痕跡を確認することができる。 
 その後を受け継いだ浅野氏の治世とその間に残された豊富な史料類は、広島城に施され
てきた様々な作事・修復行為を、現存する石垣の調査によって実証していける可能性を秘め
ている。 
 

【本質的価値を補完するもの】 

近代広島の都市形成の沿革を刻む城跡 
 広島城は明治４（1872）年に鎮西鎮台第一分営が設置されたのを皮切りに様々な軍関連
施設が置かれ、城堀の埋め立てとその地を活用する形で行われた電車軌道の敷設は、城下町
広島の景観を大きく変貌させた。 
 軍都を象徴する場となっていた広島は、昭和20（1945）年の原爆投下により壊滅的な被
害を受け、多くの人々の生命が奪われた。軍関連施設のみならず残されていた天守を始めと
した城郭建築物も一瞬にして倒壊し、天守以外はその後の火災により焼失した。広島城内に
は被爆遺構としての性格を持った石垣石材や施設跡、被爆に耐え生き残った被爆樹木など
が数多く残されており、被爆の実態を知らせる重要な遺構の一つとなっている。 
 

第２節 構成要素の分類 

 史跡広島城跡は様々な要素から構成されているが、それらはA：史跡広島城跡を構成する
諸要素（史跡指定範囲内に存在する諸要素）、B：史跡広島城跡の周辺地域を構成する諸要
素（指定範囲外に存在する諸要素）に大別できる。 
 両者を構成する諸要素は、その性格からⅰ本質的価値を構成する諸要素、ⅱ本質的価値の
理解を助ける要素、ⅲ近代以降の歴史的経緯を示す諸要素、ⅳ史跡広島城の保存管理、活用
に有効な要素、ⅴその他の諸要素に細別する。 
ⅰ 本質的価値を構成する諸要素は、近世に形成され、広島城を構成してきた石垣や土塁を
はじめとする地上遺構と、埋蔵文化財調査によって明らかになった地下遺構とに区分して
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示す。また埋蔵文化財調査で確認された地下遺構の内、絵図等の史資料との照合によって遺
構本来の役割が推測されるものについては、「米蔵跡」「番所跡」など名称を記載する。 
ⅱ 本質的価値の理解を助ける要素は、一度は焼失したが詳細な史資料によって忠実に復
元された表御門などの復元建造物や、天守をはじめとした外観復元建造物などを示す。 
ⅲ 近代以降の歴史的経緯を示す諸要素は、広島城そのものの本質的価値ではないが、広島
の歴史的経緯を示すという意味において本質的な価値を補完するものと捉えた。史跡広島
城跡の中で、被爆の痕跡を併せ持つ要素として、大本営跡や中国軍管区司令部跡（旧防空作
戦室）など軍の関連施設の痕跡や被爆樹木などを示す。 
ⅳ 史跡の保存管理・活用に有効な諸要素として、史跡広島城跡の周知に係る重要な役割を
担う案内板、説明板などと、公園として必要なトイレなどの諸施設を示す。 
ⅴ その他の要素は、史跡広島城跡の本質的価値にかかわりのない施設を示す。 
 
【表 16：史跡広島城跡を構成する要素】 
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第３節 地区区分の設定 

 平成元（1989）年の「整備基本計画」では、城跡を構成する諸空間をその性格から「本丸
上段」「本丸下段」「腰曲輪」「二の丸」「城跡外周部」の５つに区分し、それぞれの空間
の整備方針を定めた。本計画においても概ねこれを踏襲し、「本丸上段」「本丸下段・腰曲
輪」「二の丸」「史跡範囲外周部」「旧広島城範囲」「その他」の６つに区分する（表17）。 
 
【表17：地区区分の設定】 

 

 
このうち、「史跡範囲外周部」は史跡と一体的な整備を実施する範囲として、内堀に面し

た三の丸の一部と北側外郭部の一部を、「旧広島城範囲」は中堀と外堀及び河川によって画
された四つの外郭を含む範囲全体を、それぞれ示す（図30）。 
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【図30：史跡広島城跡の地区区分図】 

 

 「その他」の地上遺構については、元々広島城内に存在していた近世建造物が他所へ移設
された、あるいは移設されたと伝わるもので、現時点では多家神社宝蔵、法圓寺山門、修道
学園内土蔵の３件の建造物が該当する。「その他」の地下遺構については「旧広島城範囲」
の外側に存在する近世遺構を対象とするが、埋蔵文化財の調査事例は限られており、今後も
継続した調査例の蓄積が必要である。 
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第４節 各地区の諸要素と概要 

 地区区分と各地区における主な諸要素について、表18～表25でまとめて示す。 
 
【表18：史跡範囲の構成要素 本丸上段（１）】 

 

 
  



7 
 

【表19：史跡範囲の構成要素 本丸上段（２）】 
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【表20：史跡範囲の構成要素 本丸下段・腰曲輪（１）】 
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【表21：史跡範囲の構成要素 本丸下段・腰曲輪（２）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【表 22：史跡範囲の構成要素 二の丸】 
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【表23：史跡範囲外の構成要素 史跡外周】 
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【表24：史跡範囲外の構成要素 旧広島城範囲】 
 
 
【図２４：史跡範囲外の構成要素 旧広島城範囲】
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【表25：史跡範囲外の構成要素 その他の地点】 
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